
本当に楽しい１年間でした！
次年度もナイスコンビで
楽しくなりそうです♪すっかりリラックスの本日の主役

綿引会長・米田幹事　１年間本当にお疲れ様でした。

水越会長エレクト・兼子副幹事　緊張の面持ちです。いよいよスタートですね！

出席報告 会 員 数 出 席 数 欠 席 数 本日出席率

Weekly Report Rotary Club of
Mito-Minami水戸南

 ロータリークラブ
週　報

国際ロータリー第2820地区　水戸南ロータリークラブ

◆RI加盟承認　1973年（昭和48年）６月７日
◆チャーターナイト　1974年（昭和49年）２月10日

■例会場　水戸プラザホテル  TEL.029-305-8111
■事務所　常陽銀行本店  TEL.029-225-4820
■ＵＲＬ　http://www.mito-m-rc.com

クラブ会報委員会／委員長：岡村　太郎　副委員長：根本　直哉　委員：皆川　雄作、須田　政男

●会　長　水越　光男　会長エレクト　鈴木　憲一
●幹　事　兼子　充裕　副会長　　　　小路　實
　　　　　　　　　　　副幹事　　　　川﨑　紀子

地区スローガン／未来へチャレンジ
クラブ会長方針／誇り高き水戸南RIテーマ／ロータリー：変化をもたらす

幹幹 事事 報報 告告
日　時　平成29年７月３日㈪　18:30～

場　所　Bio Harvest（ビオ ハーヴェスト）・和ダイニング

出席者　理　事　　米森　厚　　河野正政　　及川　譲
　　　　　石川啓司　　川﨑紀子　　川澄千亜紀
　　　　　赤岩賢二　　谷島孝明
役　員　　水越光男　　鈴木憲一　　小路　實
　　　　　兼子充裕　　神代学光　　菊池秀機
オブザーバー　宇留野秀一　米川幸喜　　川﨑英輝
　　　　　金原和美
メークアップ　粂田信行　　松本隆史　　高梨博行

議事・決議事項 
①2017-2018年度会長方針について 《承認》
②年間スケジュール・委員会編成表について 　《承認》
③７月プログラムについて 《承認》

④メークアップ出席について 《承認》
⑤2017-2018年度予算について 《一部変更の上承認》
⑥ホームページリニューアル費用について 《承認》
⑦動物愛護（犬猫殺処分ゼロ）寄付金チラシ配布について 《承認》
⑧水戸市子ども会育成連合会　賛助金について 《承認》
⑨45周年記念事業ついて 《承認》
⑩パスト会長会実施について 《確認》

保留事項
特に無し。

次回定例理事会
日　時：平成29年７月31日㈪
　　　　　　理事会 18:30～　懇親会 19:30～
場　所：Bio Harvest（ビオ ハーヴェスト）・和ダイニング

（メークアップ出席となりますので、多数ご参加下さい）

2017-2018年度　第１回定例理事会　議事録　

６月第５例会 ６月30日（金）

6/18　会員増強運営セミナー
　　　　　　　　　　井澤卓司　　篠原　勉　　長洲雅彦

6/23　諮問委員会　　　　　佐藤　衛
6/26　東京ピースウィングREC　　武田　誠
6/28　水戸西RC　　　　　 大金　誠
6/28　北海道2500REC　　工藤貴正

■会員メークアップ
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前　週訂正出席率70.10％
前々週訂正出席率72.92％99名 69名 30名 73.40％６月第５例会（６月30日）

出席状況

ガバナー事務所アドレス
ガバナー事務所アドレスが変更になりました。
メールアドレス　17-18@rid2820.jp
ホームページアドレス　http://www.rid2820.jp/
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７月第１例会プログラム
2017年７月７日（金）

 1. 点鐘・開会
 2. 国歌斉唱・ロータリーソング
 3. ビジター・ゲスト紹介
 4. ロータリーの時間　　　　　　　水越光男会長
 5. 各委員会委員長紹介
 6. 直前会長・幹事へ記念品贈呈（綿引甚介直前

会長、米田英雄直前幹事）及びバッチ引継、
綿引直前会長の報告

 7. 雑誌委員会　　　　　　　深谷　智雑誌委員長
 8. 会　食
 9. 会務報告（出席状況報告　ニコニコＢＯＸ　

ロータリー財団　米山記念奨学　その他）
10. 幹事報告
11. 卓話「今年度の方針について」

水越光男会長、兼子充裕幹事
12. ロータリーソング
13. 点鐘・閉会

１

2017-2018年度 地区役員・委員
佐藤　衛地区諮問委員・第１ゾーンARRFC・第５
分区IMリーダー
長谷川國雄地区諮問委員・米山記念奨学会評議員・
社会奉仕担当カウンセラー・第６分区IMリーダー
井澤卓司クラブ奉仕総括委員長
篠原　勉会員増強委員、長洲雅彦ロータリー情報委員
石川啓司国際交流共同日タイ担当委員
宇留野秀一資金管理委員、米川幸喜米山学友委員

2017-2018年度定款第８条第一節（C）による休会
2017年９月22日、12月22日・29日
2018年１月５日、３月16日、６月22日

７月のロータリーレート
１ドル＝111円

ロータリー財団研究会が開催されます。
日　時：７月８日㈯　10:30～15:00
場　所：ダイヤモンドホール　TEL.0296-28-8511
出席者：兼子充裕幹事

職業奉仕研究会が開催されます。
日　時：７月９日㈰　10:00～15:00
場　所：三の丸ホテル　TEL.029-221-3011
出席者：高梨博行職業奉仕委員

1-3奉仕研究会が開催されます。
日　時：７月12日㈬　18:30～
場　所：でん助　TEL.029-221-8987
会　費：5,000円（メークアップ出席扱いとなります）

次回例会日程
日　時：７月14日㈮　12:30～
場　所：水戸プラザホテル
内　容：クラブ協議会「委員会事業計画発表①」

会員組織、職業分類、会員選考、会員増強、
ロータリー情報、クラブ管理運営、出席、親
睦活動、会場運営、広報、会報、IT資料
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前　菜　白身魚の南蛮漬　お浸し

鴨白焼き　若桃甘露煮　鰆酒盗焼き

鶏八幡巻き　青海苔入り玉子焼き　花茗荷

揚　物　天婦羅　海老　鱚　茄子　獅子唐

煮　物　笠子煮卸し　里芋　蓬麩　針人参

食　事　俵押し

香の物　奈良漬

止　椀　赤出汁

会食メニュー



１．2017－2018年度RIテーマ

ROTARY：MAKING A DIFFERENCE
「ロータリー：変化をもたらす」

　RI会長のイアンH.S.ライズリー曰く、ロータ
リーとは「どのような団体か」ではなく、「何を
しているか」で定義される。また、「ロータリー
とは何ですか」という問いに、「私たちは行動を
もって答えます。奉仕を通じて変化をもたらしま
す」

２．RI第2820地区　保延輝文ガバナー方針
地区スローガンは、「未来へチャレンジ」です。
地区目標は、
⑴　クラブのサポートと強化
・会員増強
　会員が30名以下のクラブは少なくとも２
名以上の純増
40歳未満の会員・女性会員増強
RI会長賞受賞クラブを増やす

・新会員へのオリエンテーションの実施
・ロータリー情報委員会の活用
⑵　公共イメージと認知度の向上　
・ロータリー内外へ公共イメージを高める
・多様なメディアを通じてロータリーを紹介す
るようクラブと地区に奨励する

⑶　青少年への支援
インターアクト・ローターアクト・ライラ・青
少年交換
米山奨学生・米山学友・財団学友
⑷　ロータリー財団への支援
１人150ドル以上（年次寄付130ドル・ポリオ
20ドル）
⑸　米山記念奨学生への支援
1人25,000円以上（普通寄付5,000円・特別寄
付20,000円）
⑹衛星クラブの新設（１クラブ以上）

３．水戸南ロータリークラブ方針
　当クラブの方針もRI会長およびガバナー方針
に沿ったものとなります。
　その方針は「変化」がキーワードになっており
ます。もちろん「恐竜」の例を出すまでもなく、
環境に順応できないものは、生き残れません。変
えるべきところは、変えていくのは、当然のこと
です。
　そんな中で、あえて当クラブのテーマを「誇り
高き水戸南」とさせて頂きます。本年度で創立
45周年になります。その長きにわたり先輩たち
が築き上げた、水戸南らしさを思い出しつつ、追
いかけたいと思います。
　１年間、皆様よろしくお願いします。
クラブ目標
①　保延ガバナーの地区方針及び数値目標に基づ
く奉仕活動をする
②　45周年記念事業の実施
③　出席率向上のため出欠連絡方法を改善し、出
席率80％以上とする
④　会員純増３名以上
⑤　水戸南RC公式ブレザー着用推進
⑥　充実したプログラムで、楽しい例会を図る

会　　長 水　越　光　男

理 事 米森　　厚（職業奉仕委員長）
河野　正政（社会奉仕委員長）
及川　　譲（青少年奉仕委員長）
石川　啓司（国際奉仕委員長）
川﨑　紀子（副幹事）
川澄千亜紀（会員増強委員長）
赤岩　賢二（広報委員長）
石井　浩一（ロータリー財団委員長）
谷島　孝明（米山記念奨学委員長）

役 員

オブザーバー 宇留野秀一（プログラム委員長）
川﨑　英輝（会場運営副委員長）
米川　幸喜（親睦活動委員長）
金原　和美（出席委員長）

水越　光男（会長）
鈴木　憲一（会長エレクト・会員組織委員長）
小路　　實（副会長・クラブ管理運営委員長）
兼子　充裕（幹事）
神代　学光（会計）
菊池　秀機（会場監督・会場運営委員長）
綿引　甚介（直前会長）

　鈴　木　憲　一

①武　田　　　誠

　水　口　二　良

　川　澄　千亜紀

①井　澤　卓　司

　小　路　　　實

　金　原　和　美

　米　川　幸　喜

　菊　池　秀　機

　宇留野　秀　一

　赤　岩　賢　二

　岡　村　太　郎

　粂　田　信　行

　深　谷　　　智

　綿　引　甚　介

　米　森　　　厚

　河　野　正　政

　及　川　　　譲

　石　川　啓　司

　中　本　邦　彦

　石　井　浩　一

　谷　島　孝　明

　島　根　昌　明

　神　代　学　光

会 員 組 織

職 業 分 類

会 員 選 考

会 員 増 強

ロータリー情報

ク ラ ブ 管 理 運 営

出 席

親 睦 活 動

会 場 運 営

プ ロ グ ラ ム

広 報

会 報

Ｉ Ｔ 資 料

雑 誌

奉仕プロジェクト

職 業 奉 仕

社 会 奉 仕

青 少 年 奉 仕

国 際 奉 仕

姉妹・友好クラブ交流

ロ ー タ リ ー 財 団

米 山 記 念 奨 学

ニ コ ニ コ Ｂ Ｏ Ｘ

会 計

　武　田　　　誠

③米　田　英　雄

　塩　沢　富　夫

　一　毛　裕　之

③綿　引　甚　介

　金　原　和　美

　赤　岩　賢　二

　フラギス由美子

　鈴　木　忠　夫

　櫻　井　盛　二

　上　野　義　哉

　田　村　　　大

　田　寺　尚　子

　飯　嶋　秀　郎

　皆　川　雄　作

　人　見　光　一

　志　村　　　保

　米　森　　　厚

　中　本　邦　彦

　高　梨　博　行

　大　森　三　男

　太　田　聖　史

　石　井　邦　明

　奈　良　早　苗

　高　柳　益　美

　瀬　浪　純　恵

　久信田　秀　一

委　　　　　　　　　　　　　　　　員副 委 員 長委　員　長委　員　会

水　口　二　良

米　川　幸　喜

岡　村　太　郎

市　毛　純　一

小　泉　正　史

廣　澤　一　浩

桑　名　武　之

平　山　桜　子

郡　司　恵一郎

中　川　勝　義

須　田　政　男

工　藤　貴　正

佐　藤　昌　樹

河　野　正　政

野　口　英　壽

北　原　　　実

竹　内　秀　雄

長谷川　國　雄

髙　野　　　賢

米　川　和　利

草　野　達　也

柏　　　　　茂

川　澄　千亜紀

菊　池　秀　機

粂　田　信　行

大　金　　　誠

松　本　幸　雄

笹　館　康　男

及　川　　　譲

久保田　啓　藏

川　上　正　一

蔀　　　英　二

田　口　喜三郎

国　本　美　加

佐　藤　　　衛

天　　　茂　彦

井　澤　卓　司

宇留野　秀　一

深　谷　　　智

石　川　啓　司

金　澤　一　史

委員会編成表

会計監査：塩沢　富夫 （注）　①3年任期委員　②2年任期委員　③1年任期委員

クラブ会長方針
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2017～2018年度 クラブ理事・役員・委員会編成表

　川　﨑　紀　子

②大　原　康　宏

　松　本　隆　史

　髙　橋　伸　之

②根　本　　　次

　深　谷　　　智

　鈴　木　由紀子

　船　橋　範　行

　川　﨑　英　輝

　川　﨑　紀　子

　亀　山　義　孝

　根　本　直　哉

　山　本　　　大

　小　川　啓　子

　米　田　英　雄

　軍　司　由　佳

　原　口　一　吉

　斎　藤　孝　夫

　篠　原　　　勉

　橋　本　　　哲

　二　川　隆　司

　長　洲　雅　彦

　久保田　規　子

（ ）
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　水　口　二　良
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　金　原　和　美
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　中　本　邦　彦

　石　井　浩　一

　谷　島　孝　明

　島　根　昌　明

　神　代　学　光

会 員 組 織

職 業 分 類

会 員 選 考

会 員 増 強
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雑 誌

奉仕プロジェクト

職 業 奉 仕
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青 少 年 奉 仕

国 際 奉 仕

姉妹・友好クラブ交流

ロ ー タ リ ー 財 団

米 山 記 念 奨 学

ニ コ ニ コ Ｂ Ｏ Ｘ

会 計
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　田　寺　尚　子
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郡　司　恵一郎
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工　藤　貴　正

佐　藤　昌　樹

河　野　正　政

野　口　英　壽

北　原　　　実

竹　内　秀　雄

長谷川　國　雄

髙　野　　　賢

米　川　和　利

草　野　達　也

柏　　　　　茂

川　澄　千亜紀

菊　池　秀　機

粂　田　信　行

大　金　　　誠

松　本　幸　雄

笹　館　康　男

及　川　　　譲

久保田　啓　藏

川　上　正　一

蔀　　　英　二

田　口　喜三郎

国　本　美　加

佐　藤　　　衛

天　　　茂　彦

井　澤　卓　司
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石　川　啓　司

金　澤　一　史
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　川　﨑　紀　子

②大　原　康　宏

　松　本　隆　史

　髙　橋　伸　之

②根　本　　　次

　深　谷　　　智

　鈴　木　由紀子

　船　橋　範　行

　川　﨑　英　輝

　川　﨑　紀　子

　亀　山　義　孝

　根　本　直　哉

　山　本　　　大

　小　川　啓　子

　米　田　英　雄

　軍　司　由　佳

　原　口　一　吉

　斎　藤　孝　夫

　篠　原　　　勉

　橋　本　　　哲

　二　川　隆　司

　長　洲　雅　彦

　久保田　規　子

（ ）



１．2017－2018年度RIテーマ

ROTARY：MAKING A DIFFERENCE
「ロータリー：変化をもたらす」

　RI会長のイアンH.S.ライズリー曰く、ロータ
リーとは「どのような団体か」ではなく、「何を
しているか」で定義される。また、「ロータリー
とは何ですか」という問いに、「私たちは行動を
もって答えます。奉仕を通じて変化をもたらしま
す」

２．RI第2820地区　保延輝文ガバナー方針
地区スローガンは、「未来へチャレンジ」です。
地区目標は、
⑴　クラブのサポートと強化
・会員増強
　会員が30名以下のクラブは少なくとも２
名以上の純増
40歳未満の会員・女性会員増強
RI会長賞受賞クラブを増やす

・新会員へのオリエンテーションの実施
・ロータリー情報委員会の活用

⑵　公共イメージと認知度の向上　
・ロータリー内外へ公共イメージを高める
・多様なメディアを通じてロータリーを紹介す
るようクラブと地区に奨励する

⑶　青少年への支援
インターアクト・ローターアクト・ライラ・青
少年交換
米山奨学生・米山学友・財団学友

⑷　ロータリー財団への支援
１人150ドル以上（年次寄付130ドル・ポリオ
20ドル）

⑸　米山記念奨学生への支援
1人25,000円以上（普通寄付5,000円・特別寄
付20,000円）

⑹衛星クラブの新設（１クラブ以上）

３．水戸南ロータリークラブ方針
　当クラブの方針もRI会長およびガバナー方針
に沿ったものとなります。
　その方針は「変化」がキーワードになっており
ます。もちろん「恐竜」の例を出すまでもなく、
環境に順応できないものは、生き残れません。変
えるべきところは、変えていくのは、当然のこと
です。
　そんな中で、あえて当クラブのテーマを「誇り
高き水戸南」とさせて頂きます。本年度で創立
45周年になります。その長きにわたり先輩たち
が築き上げた、水戸南らしさを思い出しつつ、追
いかけたいと思います。
　１年間、皆様よろしくお願いします。
クラブ目標
①　保延ガバナーの地区方針及び数値目標に基づ
く奉仕活動をする
②　45周年記念事業の実施
③　出席率向上のため出欠連絡方法を改善し、出
席率80％以上とする
④　会員純増３名以上
⑤　水戸南RC公式ブレザー着用推進
⑥　充実したプログラムで、楽しい例会を図る

会　　長 水　越　光　男

理 事 米森　　厚（職業奉仕委員長）
河野　正政（社会奉仕委員長）
及川　　譲（青少年奉仕委員長）
石川　啓司（国際奉仕委員長）
川﨑　紀子（副幹事）
川澄千亜紀（会員増強委員長）
赤岩　賢二（広報委員長）
石井　浩一（ロータリー財団委員長）
谷島　孝明（米山記念奨学委員長）

役 員

オブザーバー 宇留野秀一（プログラム委員長）
川﨑　英輝（会場運営副委員長）
米川　幸喜（親睦活動委員長）
金原　和美（出席委員長）

水越　光男（会長）
鈴木　憲一（会長エレクト・会員組織委員長）
小路　　實（副会長・クラブ管理運営委員長）
兼子　充裕（幹事）
神代　学光（会計）
菊池　秀機（会場監督・会場運営委員長）
綿引　甚介（直前会長）
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会 員 組 織
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会 員 選 考

会 員 増 強

ロータリー情報

ク ラ ブ 管 理 運 営
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会 場 運 営
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雑 誌

奉仕プロジェクト

職 業 奉 仕

社 会 奉 仕

青 少 年 奉 仕

国 際 奉 仕

姉妹・友好クラブ交流

ロ ー タ リ ー 財 団

米 山 記 念 奨 学

ニ コ ニ コ Ｂ Ｏ Ｘ

会 計

　武　田　　　誠

③米　田　英　雄

　塩　沢　富　夫

　一　毛　裕　之

③綿　引　甚　介

　金　原　和　美

　赤　岩　賢　二

　フラギス由美子
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　櫻　井　盛　二

　上　野　義　哉

　田　村　　　大

　田　寺　尚　子

　飯　嶋　秀　郎

　皆　川　雄　作

　人　見　光　一

　志　村　　　保

　米　森　　　厚

　中　本　邦　彦

　高　梨　博　行

　大　森　三　男

　太　田　聖　史

　石　井　邦　明

　奈　良　早　苗

　高　柳　益　美

　瀬　浪　純　恵

　久信田　秀　一

委　　　　　　　　　　　　　　　　員副 委 員 長委　員　長委　員　会

水　口　二　良

米　川　幸　喜
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須　田　政　男
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佐　藤　昌　樹

河　野　正　政

野　口　英　壽

北　原　　　実

竹　内　秀　雄

長谷川　國　雄

髙　野　　　賢

米　川　和　利

草　野　達　也
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川　澄　千亜紀

菊　池　秀　機
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②大　原　康　宏
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②根　本　　　次

　深　谷　　　智

　鈴　木　由紀子

　船　橋　範　行

　川　﨑　英　輝

　川　﨑　紀　子
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１．2017－2018年度RIテーマ

ROTARY：MAKING A DIFFERENCE
「ロータリー：変化をもたらす」

　RI会長のイアンH.S.ライズリー曰く、ロータ
リーとは「どのような団体か」ではなく、「何を
しているか」で定義される。また、「ロータリー
とは何ですか」という問いに、「私たちは行動を
もって答えます。奉仕を通じて変化をもたらしま
す」

２．RI第2820地区　保延輝文ガバナー方針
地区スローガンは、「未来へチャレンジ」です。
地区目標は、
⑴　クラブのサポートと強化
・会員増強
　会員が30名以下のクラブは少なくとも２
名以上の純増
40歳未満の会員・女性会員増強
RI会長賞受賞クラブを増やす

・新会員へのオリエンテーションの実施
・ロータリー情報委員会の活用

⑵　公共イメージと認知度の向上　
・ロータリー内外へ公共イメージを高める
・多様なメディアを通じてロータリーを紹介す
るようクラブと地区に奨励する

⑶　青少年への支援
インターアクト・ローターアクト・ライラ・青
少年交換
米山奨学生・米山学友・財団学友

⑷　ロータリー財団への支援
１人150ドル以上（年次寄付130ドル・ポリオ
20ドル）

⑸　米山記念奨学生への支援
1人25,000円以上（普通寄付5,000円・特別寄
付20,000円）

⑹衛星クラブの新設（１クラブ以上）

３．水戸南ロータリークラブ方針
　当クラブの方針もRI会長およびガバナー方針
に沿ったものとなります。
　その方針は「変化」がキーワードになっており
ます。もちろん「恐竜」の例を出すまでもなく、
環境に順応できないものは、生き残れません。変
えるべきところは、変えていくのは、当然のこと
です。
　そんな中で、あえて当クラブのテーマを「誇り
高き水戸南」とさせて頂きます。本年度で創立
45周年になります。その長きにわたり先輩たち
が築き上げた、水戸南らしさを思い出しつつ、追
いかけたいと思います。
　１年間、皆様よろしくお願いします。
クラブ目標
①　保延ガバナーの地区方針及び数値目標に基づ
く奉仕活動をする
②　45周年記念事業の実施
③　出席率向上のため出欠連絡方法を改善し、出
席率80％以上とする
④　会員純増３名以上
⑤　水戸南RC公式ブレザー着用推進
⑥　充実したプログラムで、楽しい例会を図る

会　　長 水　越　光　男

理 事 米森　　厚（職業奉仕委員長）
河野　正政（社会奉仕委員長）
及川　　譲（青少年奉仕委員長）
石川　啓司（国際奉仕委員長）
川﨑　紀子（副幹事）
川澄千亜紀（会員増強委員長）
赤岩　賢二（広報委員長）
石井　浩一（ロータリー財団委員長）
谷島　孝明（米山記念奨学委員長）

役 員

オブザーバー 宇留野秀一（プログラム委員長）
川﨑　英輝（会場運営副委員長）
米川　幸喜（親睦活動委員長）
金原　和美（出席委員長）

水越　光男（会長）
鈴木　憲一（会長エレクト・会員組織委員長）
小路　　實（副会長・クラブ管理運営委員長）
兼子　充裕（幹事）
神代　学光（会計）
菊池　秀機（会場監督・会場運営委員長）
綿引　甚介（直前会長）
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ニ コ ニ コ Ｂ Ｏ Ｘ

会 計

　武　田　　　誠
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　高　梨　博　行

　大　森　三　男

　太　田　聖　史

　石　井　邦　明

　奈　良　早　苗

　高　柳　益　美

　瀬　浪　純　恵
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委　　　　　　　　　　　　　　　　員副 委 員 長委　員　長委　員　会
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野　口　英　壽

北　原　　　実

竹　内　秀　雄

長谷川　國　雄

髙　野　　　賢

米　川　和　利

草　野　達　也

柏　　　　　茂

川　澄　千亜紀

菊　池　秀　機

粂　田　信　行

大　金　　　誠

松　本　幸　雄

笹　館　康　男

及　川　　　譲

久保田　啓　藏

川　上　正　一

蔀　　　英　二

田　口　喜三郎

国　本　美　加

佐　藤　　　衛

天　　　茂　彦

井　澤　卓　司

宇留野　秀　一

深　谷　　　智

石　川　啓　司

金　澤　一　史

委員会編成表

会計監査：塩沢　富夫 （注）　①3年任期委員　②2年任期委員　③1年任期委員

クラブ会長方針
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2017～2018年度 クラブ理事・役員・委員会編成表

　川　﨑　紀　子

②大　原　康　宏

　松　本　隆　史

　髙　橋　伸　之

②根　本　　　次

　深　谷　　　智

　鈴　木　由紀子

　船　橋　範　行

　川　﨑　英　輝

　川　﨑　紀　子

　亀　山　義　孝

　根　本　直　哉

　山　本　　　大

　小　川　啓　子

　米　田　英　雄

　軍　司　由　佳

　原　口　一　吉

　斎　藤　孝　夫

　篠　原　　　勉

　橋　本　　　哲

　二　川　隆　司

　長　洲　雅　彦

　久保田　規　子

（ ）



本当に楽しい１年間でした！
次年度もナイスコンビで
楽しくなりそうです♪すっかりリラックスの本日の主役

綿引会長・米田幹事　１年間本当にお疲れ様でした。

水越会長エレクト・兼子副幹事　緊張の面持ちです。いよいよスタートですね！

出席報告 会 員 数 出 席 数 欠 席 数 本日出席率

Weekly Report Rotary Club of
Mito-Minami水戸南

 ロータリークラブ
週　報

国際ロータリー第2820地区　水戸南ロータリークラブ

◆RI加盟承認　1973年（昭和48年）６月７日
◆チャーターナイト　1974年（昭和49年）２月10日

■例会場　水戸プラザホテル  TEL.029-305-8111
■事務所　常陽銀行本店  TEL.029-225-4820
■ＵＲＬ　http://www.mito-m-rc.com

クラブ会報委員会／委員長：岡村　太郎　副委員長：根本　直哉　委員：皆川　雄作、須田　政男

●会　長　水越　光男　会長エレクト　鈴木　憲一
●幹　事　兼子　充裕　副会長　　　　小路　實
　　　　　　　　　　　副幹事　　　　川﨑　紀子

地区スローガン／未来へチャレンジ
クラブ会長方針／誇り高き水戸南RIテーマ／ロータリー：変化をもたらす

幹幹 事事 報報 告告
日　時　平成29年７月３日㈪　18:30～

場　所　Bio Harvest（ビオ ハーヴェスト）・和ダイニング

出席者　理　事　　米森　厚　　河野正政　　及川　譲
　　　　　石川啓司　　川﨑紀子　　川澄千亜紀
　　　　　赤岩賢二　　谷島孝明
役　員　　水越光男　　鈴木憲一　　小路　實
　　　　　兼子充裕　　神代学光　　菊池秀機
オブザーバー　宇留野秀一　米川幸喜　　川﨑英輝
　　　　　金原和美
メークアップ　粂田信行　　松本隆史　　高梨博行

議事・決議事項 
①2017-2018年度会長方針について 《承認》
②年間スケジュール・委員会編成表について 　《承認》
③７月プログラムについて 《承認》

④メークアップ出席について 《承認》
⑤2017-2018年度予算について 《一部変更の上承認》
⑥ホームページリニューアル費用について 《承認》
⑦動物愛護（犬猫殺処分ゼロ）寄付金チラシ配布について 《承認》
⑧水戸市子ども会育成連合会　賛助金について 《承認》
⑨45周年記念事業ついて 《承認》
⑩パスト会長会実施について 《確認》

保留事項
特に無し。

次回定例理事会
日　時：平成29年７月31日㈪
　　　　　　理事会 18:30～　懇親会 19:30～
場　所：Bio Harvest（ビオ ハーヴェスト）・和ダイニング

（メークアップ出席となりますので、多数ご参加下さい）

2017-2018年度　第１回定例理事会　議事録　

６月第５例会 ６月30日（金）

6/18　会員増強運営セミナー
　　　　　　　　　　井澤卓司　　篠原　勉　　長洲雅彦

6/23　諮問委員会　　　　　佐藤　衛
6/26　東京ピースウィングREC　　武田　誠
6/28　水戸西RC　　　　　 大金　誠
6/28　北海道2500REC　　工藤貴正

■会員メークアップ
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前　週訂正出席率70.10％
前々週訂正出席率72.92％99名 69名 30名 73.40％６月第５例会（６月30日）

出席状況

ガバナー事務所アドレス
ガバナー事務所アドレスが変更になりました。
メールアドレス　17-18@rid2820.jp
ホームページアドレス　http://www.rid2820.jp/

Vol.45  No１（第2114）－１ 2017年（平成29年）７月７日（金）

７月第１例会プログラム
2017年７月７日（金）

 1. 点鐘・開会
 2. 国歌斉唱・ロータリーソング
 3. ビジター・ゲスト紹介
 4. ロータリーの時間　　　　　　　水越光男会長
 5. 各委員会委員長紹介
 6. 直前会長・幹事へ記念品贈呈（綿引甚介直前

会長、米田英雄直前幹事）及びバッチ引継、
綿引直前会長の報告

 7. 雑誌委員会　　　　　　　深谷　智雑誌委員長
 8. 会　食
 9. 会務報告（出席状況報告　ニコニコＢＯＸ　

ロータリー財団　米山記念奨学　その他）
10. 幹事報告
11. 卓話「今年度の方針について」

水越光男会長、兼子充裕幹事
12. ロータリーソング
13. 点鐘・閉会

１

2017-2018年度 地区役員・委員
佐藤　衛地区諮問委員・第１ゾーンARRFC・第５
分区IMリーダー
長谷川國雄地区諮問委員・米山記念奨学会評議員・
社会奉仕担当カウンセラー・第６分区IMリーダー
井澤卓司クラブ奉仕総括委員長
篠原　勉会員増強委員、長洲雅彦ロータリー情報委員
石川啓司国際交流共同日タイ担当委員
宇留野秀一資金管理委員、米川幸喜米山学友委員

2017-2018年度定款第８条第一節（C）による休会
2017年９月22日、12月22日・29日
2018年１月５日、３月16日、６月22日

７月のロータリーレート
１ドル＝111円

ロータリー財団研究会が開催されます。
日　時：７月８日㈯　10:30～15:00
場　所：ダイヤモンドホール　TEL.0296-28-8511
出席者：兼子充裕幹事

職業奉仕研究会が開催されます。
日　時：７月９日㈰　10:00～15:00
場　所：三の丸ホテル　TEL.029-221-3011
出席者：高梨博行職業奉仕委員

1-3奉仕研究会が開催されます。
日　時：７月12日㈬　18:30～
場　所：でん助　TEL.029-221-8987
会　費：5,000円（メークアップ出席扱いとなります）

次回例会日程
日　時：７月14日㈮　12:30～
場　所：水戸プラザホテル
内　容：クラブ協議会「委員会事業計画発表①」

会員組織、職業分類、会員選考、会員増強、
ロータリー情報、クラブ管理運営、出席、親
睦活動、会場運営、広報、会報、IT資料

８

７

６

５

４

３

２

前　菜　白身魚の南蛮漬　お浸し

鴨白焼き　若桃甘露煮　鰆酒盗焼き

鶏八幡巻き　青海苔入り玉子焼き　花茗荷

揚　物　天婦羅　海老　鱚　茄子　獅子唐

煮　物　笠子煮卸し　里芋　蓬麩　針人参

食　事　俵押し

香の物　奈良漬

止　椀　赤出汁

会食メニュー


